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H.20物理職 No.16 

［解答］ 

水面の高さが hにある場合の微小時間'tにおける流出量を考える。このとき，下の穴からの流出速度は ghv 2 で

あるので，流出量は 
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この微小時間の間の水面の変化量（増加を正にとる）を'h とすると，水面が�'h だけ下がったことになるので，

その体積は，(�'h)S 

したがって，計算された 2つの体積は等しいはずなので，微小時間を 0に近づけると， 
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これを h1から h2まで積分すると， 
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［ポイント］ 

水の流出に関する有名問題です。機械職では国 I，国 II両方で，土木職では国 Iと地上では過去に出題がありまし

た。微分方程式が出てきますので，あらかじめ解き方を用意しておくことになるでしょう（東京都など記述式が課さ

れる試験では特に要注意の問題です）。 

 


